



























The Study of Formation of Kinder Garden, Elementary School Coopeations ideas
Takuya TANAKA, Tamaki SATO
Abstract
The aim of this Paper is to make clear the Historical process of Formation Kinder Garden and
Elementary School Cooperation. In Japan, Kinder Gartens and Elementary Schools were fouded in
The begining of Meiji Era. This dual Schools were deferent from Characteristics and Educational In-
sutitution and so on. However, The Dual Schools have been unificated of Kindergartens and Ele-
mentary Schools in the Present Japan. Therefore, The study of basic is to Kindergarten and Elemen-
taryschool Cooperation.
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田中 卓也、佐藤 環 ９
『幼稚園教育要領』の方針のもと、現在幼稚園と小
学校とによる「幼小連携」が各地で行われてきてい
るものの、いまだ完全な実現には至っていない。今
後は完全な「幼小連携」をより一層の幼稚園・小学
校が歩み寄りながら、子どもの教育に尽力すること
が求められる。
註
１）文部科学省（１９９９）幼稚園教育要領解説、フレーベル館：２
２）ゆもと幼稚園、花巻湯本小学校編（２００５）幼小連携の進め方に関する研究－幼児児童の感性をはぐくむ音楽的な活
動を通して－、平成１６年度第４８回岩手教育研究発表資料所収：２。阿部倉光宏（２００４）幼小連携の具体的な進め方
に関する研究－相互理解に基づいたカリキュラムの見直しに視点を当てて：５－６
３）「幼小連携」に関する先行研究には、秋田喜代美（２００２）幼小連携のカリキュラムづくりと実践事例－子どもが出
会う教師がつなげる幼小連携３年の成果－、小学館や佐々木宏子（２００４）なめらかな幼小連携の教育－その実践と
モデルカリキュラム、チャイルド本社、お茶の水女子大学 子ども発達教育研究センター編（２００５）幼児教育と小
学校教育をつなぐ－幼小連携の現状と課題等がある。
４）文部省（１９７９）幼稚園教育百年史、ひかりのくに株式会社：３－６
５）同上。
６）玉井美知子（２００４）現代保育者論、学事出版：１５
７）海後宗臣・日本近代教育史事典編集委員会（編）（１９７１）日本近代教育史事典、平凡社：２４５
８）湯川嘉津美（２００１）日本幼稚園成立史の研究、風間書房：３７５
９）民秋言・河野利津子（２００３）保育ライブラリ 保育・福祉を知る 保育原理、北大路書房：３６－３７
１０）田代勢津子（２００３）保育原理、近畿大学九州短期大学通信教育部テキスト：９４
１１）前掲、幼稚園教育百年史：１０－１２
１２）民秋言（編）（２００４）保育原理 その構造と内容の理解、萌文書林：７５－７６
１３）岡山県保育史編集委員会（編）（１９７９）岡山県保育史、フレーベル館：１９５－１９７
１４）同上：１９７
１５）前掲、幼稚園教育百年史：１１－１２
１６）http：／／www.nicer.go.jp／guideline／old／s２２k／
１７）http：／／www.nicer.go.jp／guideline／old／s３１k／
１８）梅根悟（編）（１９６８）保育原理、誠文堂新光社：５８
１９）立川多恵子・上垣内伸子・浜田順子（２００１）自由保育とは何か、フレーベル館：１６５。「今まで幼稚園は何をどう教
えてよいか困っていた現場の先生」との記述部分があり、当時の幼稚園教諭の質、教員養成や採用等で問題があっ
たことが推察される。
２０）http：／／www.futaba.ed.jp／yoryo-j.html
２１）林久雄・吉田宏岳（編）（１９８１）保育原理、福村出版：１４８
２２）前掲、自由保育とは何か：１６５
２３）同上：１７５
２４）苅谷剛彦（２００２）教育改革の幻想、ちくま新書：１４３－１５３
２５）前掲、幼稚園教育要領解説：１７２－１７４
２６）佐藤学（１９９９）教育改革をデザインする、岩波書店
２７）新・保母養成講座編纂委員会（編）（１９９１）保育原理［上］、全国社会福祉協議会：２３７－２３９（民秋言執筆部分）な
ど。
１０ 幼小連携の理念形成に関する研究
